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本書の見方

記載範囲

・本書は実践作業としての整備要領について説明し

たもので、基本的に以下の5つの作業項目に分類
して記載しています。

（1）取外し／取付け

（2）分解／組付け

（3）交換

（4）点検

（5）調整

oなお、本書は実車を見ただけで部品の取外し／取

付け手順が理解できるものやジャッキ／リフト・

アップ作業、部品の清掃／洗浄、目視点検は省略

しています。実作業においては実施して下さい。

説明項目の見方

点検、調整手順

・点検、調整は作業手順をステップ記載していま

す。作業上に要点がある場合はイラストで作業部

位、作業内容を示し、詳しく説明しています。

’
１
１
Ｉ

1e"
例）

開弁圧力

’ す一

’

2.徐々に加圧し、標準値以内で圧力が一定になるこ

とを確認する。約10秒間、標準値を維持すれば

キャップは正常である。

標準値

－74～102kPa{0.75～1.05kgf/cm2}

基準値を示す

GI-1

蕊
、

鐸ﾉ

1.ラジエータ・キャップ・テスタにラジエータ

キャップを取付ける。
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本書の見方

作業手順

1.取外し／取付け及び分解／組付け作業を構成図により示し、構成部品の名称、取付けまたは組付け状態、部品
単位が分かるようにしています。なお、手順の少ない取外し／取付け作業は手順のみ文章で記載しています。
2.構成図の中では、作業手順を付番によって表すと共に、油脂類塗布位置、専用工具(SST)使用箇所、再使
用不可部品、締付けトルクを明記しています。

3.作業手順を表す番号は、その手順内で中心となる部品につけています。特に作業上の要点があるときは、作業
毎に留意点としてまとめ、詳しく説明していますので、必ず参照して下さい。
例）

作業手順

三悪黒雲黒二塁票悪三… 作業項目を示す

取付け時にも参照が
必要な場合「取外し／取付け

手順」領域

「取付け後の
点検」領域

ステップ1．

の手順で取

V

欝娑二手竺諜巽
一一

回

1 スプリット・ピン

2 ナット

3 ロア・トレーリング・リンク・ボール・ジョイント
留意点がある
ことを示す
一一 ｲ舂両瓦7ﾗ蒔房百壱笘可

作業上の留意
点を示す

｡

4 ボルト

5 ロア・トレーリング・リンク

6 ダスト・ブーツ（ロア・トレーリング・リンク）

蔭取外し／取付け時の留意点
7 スプリット・ピン

ロア．トレーリング・リンク・ポール･ジョイン

ト、アッパ．トレーリング・リンク･ポール・

ジョイント取外し時の留意点

●SSTを使用して、ロア・トレーリング･リン

ク．ボール．ジョイントまたはアッパ・トレーリ

ング．リンク．ボール・ジョイントを取外す。

専用工具(S
No･を示す

GI-2

弓4更ロI画品

J）
Nm｛k91．m】

8 ナット

9 アツパ・トレーリング・リンク・ボール・ジョイン

卜

宮取外し時の留意点

10 ナット

11 アツバ・トレーリング・リンク

12 ダスト・ブーツ（アツバ・トレデリング・リンク）

直取外し／取付け時の留意点

ク

I

●)'1

！'●
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本書の見方

記号の見方

･構成図には、下表に示す8種類の記号を使用して

います。

トラブルシューティングの見方
トラブルシューティングの基本的な進め方 回

囲
’一‐ー

０
０
０
１

I

●
０
０
０
１
０
０
０
０

点検手法3′

０
０
０
１
１

システム点検

D‐■■一一一一一一一-一一一一一一一一一一‐‐一一一一‐‐ー一一－一一‐‐‐一一一一ー■■ー－－ーーｰ■■一一一

自己診断点検

・サービス・コードは再現性の乏しい不具合の修復

に対して重要なヒントになる｡従って迅速、確実

に診断する為にも、まず本点検を行う。

・サービス・コードの発生等、不具合原因が特定さ

れた場合は、「自己診断機能」項目の指示に従って

点検を進める。

エンジン調整（セクションF)

・エンジンが始動可能な場合、エンジン調整を行

う。

用語

参考；作業を容易にするための補足説明について掲載

●簿注意;作業を行う際､注意を怠ると車両､部品を損傷
しています。

または破損させる恐れのある事項について掲載

しています。

警告；作業を行う際、人身災害につながる恐れのある

事項について掲載しています。

標準値；点検、調整時の許容範囲を表す値です。

限度値；点検、調整時に超えてはならない最高値ある

いは最低値を表す値です。

基本点検（セクションK)

･不具合現象に関わらず短時間で不具合原因を絞り

込める点検、または多くの不具合現象に関係して

いる箇所の点検を行う。

不具合現象一覧表

・実際の不具合現象に該当する項目、または最も近

い項目を選択する。

故障診断一覧表（セクションF，K)

・関連する不具合原因を特定すると共に故障診断を

行う上で有効な点検手法を把握できる。

不具合現象別故障診断

・各々の不具合現象から迅速かつ確実に不具合箇所

を絞り込む。

・修理後は、不具合現象が消えたことを確認する。

GI-3

記号 意味 種類

オイル塗布

純正エンジン．

オイル、ギヤ・オ

イル

露
ブレーキ・ブルー

ド塗布

純正ブレーキ・フ

ルード

虚 ATF塗布 純正ATF

－－●

面
■

日

I グリース塗布 純正汎用グリース

… シーラント塗布
純正液状ガスケッ

ト

⑬ ワセリン塗布 汎用ワセリン

回 交換部品
純正Oリング、

ガスケットetc.

図 SST使用 一



本書の見方

使用方法

「基本点検」の使い方

●基本点検は「不具合現象別故障診断」の前に行います。
●「順序」に従って基本点検を進めてください。
。「参照項目」は各基本点検の詳細手順を掲載している箇所を示します。
・基本点検の途中で不具合原因を発見した場合は、基本的に参照した項目の指示に従って点検、
が、「留意点」の内容をよく確認してから点検を進めてください。

調整を行います

点検I買序を示す
点検の結果、次に行う
処置内容について示す

三 ブ

べき基本点検の内容を示す

、願ヲ 点検 処置

IGｽｲｯﾁをONにする－ラー
ホールド・スイッチをON/OFFにした時、ホー

ルド・インジケータ・ライトはスイッチと同期
して点灯／消灯するか

1
"sl次のステップに進む

「No.26ホールド・スイッチをONにしてもホールド・

インジケータ・ライトが点灯しない」

「No.27ホールド・スイッチをONしていないのにホー

ルド・インジケータ・ライトが点灯する」に従って故障
診断を行う

次のステップに進む

NC

2 IGスイッチをONにする

セレクタ．レバーを移動させた時．セレクタ．

インジケータ・ライトはレバー位置と同期した
ポジションを表示するか

またはアイドル時N、Pレンジから他のレンジへ

セレクトした時、1～2秒内でクリープが発生す
るか

亜s

NC

3 AIFの色、におい 照：オート 恥8

ー ■_

ー

｢不具合現象一覧表」の使い方

●不具合現象別故障診断に記載している不具合現象についてまとめています。
。「詳細」を利用して、不具合現象の選択を正確に行います。

lﾉ，ﾉー ~LZｴ迦奎垂竺三二竺三エッジ」

GI-4

｜
垂

、
墨

ら
猫

日
日
■
■

曄
騨

耳
七
。腱＆

N◎ 不具合現象 詳細

1 バッテリ上がり
－

2
スタータが回転しない

スタータの回転が遅い
一

3 初爆がない スタータは正常に回転するが、シリンダ内で爆発が一度も

起こらない。

4 初爆はあるが．エンジンカ轄勤しない
クランキング中、初爆はある。

イグニッション・スイッチをSRAからONに戻すと、エンジ

ンが停止する。（自力でエンジンが回転できない）

5 エンジンカ飴動する
●

までの時間が長い エンジンが始動するまでの時間が長い。

始動後、アイドルは正稽である．
6 アイドル回転数が低い、ふらつく、エンストする ー

7 アイドル回転数が高い エンジン哩樋後．アイドル回転数が下がらず、常時高い．

8 アイドル回転数がなかなか下がらない エンジン遥機後、アイドル回転数が正規値になるまで時間

を要する

9 負荷（逝気負荷、ⅣS、A/C）作動時、アイドル不
調、エンストする

無負荷アイドル時は正常．負荷作動時にアイドル不調、エ

ンストする．



本書の見方

｢故障診断一覧表」の使い方

●不具合現象と不具合原因の関連を示しています。

●不具合現象と不具合原因の関連を素早く判断できると共に、不具合現象が複合して発生している場合の共通原
因部位を特定する際にも有効です。

●点検手法の欄を使用する事により、不具合現象から特定した不具合原因に対して、有効的な点検手法を選択す
ることができます。

回
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(O田の

故障診断一覧表

｜①発生している不具合現象を選択する

●＃;
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I
③点検（表中）の結果
に基づいて、②で特
定した不具合原因を
更に絞り込む

I

点検（表中） 特 因部位
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本書の見方

｢不具合現象別故障診断」の使い方

●不具合現象別に、故障診断手順、処置をまとめています。
●迅速かつ確実に不具合原因を発見できる手順として組立てています。

乱合現象を示す

D，S，L，Rレンジで車が走らない1

考え方一一一－
p

金レンジで走行不能な喝合は、鵬木的にA応本体の不具合が考えられる．（EaJが不具合でも走行は可鮨なため）ただし、本
体の不具合を引き起こした鳳因として、センサ系や出力系の不具合力輔えられるため、再発防止としてセンサ系．出力
系．ハーネス系の鐘露が必饗である．

(】）クラッチの焼け．樹り（,．S、Lレンジーフオワード．クラッチ．Rレンジーリバース・クラッチまたはローアン
ドリバース・ブレーキ）

①ライン正の砥下

故障診断の着眼点に
ついて示す

ｽ”プ 点検 処■

次のステップに途む

パーキング樋檎を点検する（参照：AT別冊）

次のステップに道む

｢No.四セレクタ・レバーの位魔とセレクタ・インジ

ケータ・ライトの表示が一致しない」に従って故陣珍断
を行う

故障診断手順を示す 1 平坦路でエンジンを止め車を押したとき、車は

動くか（Pレンジ以外．ブレーキ解翰鱒）

イグニッション・スイッチONの状恩で、セレク

タ・レバーの位誕とインストルメント・パネル

上のセレクタ・インジケータ・ライトは同期す
るか

鋤
一
恥
一
地

点検の結果、次に行う
べき処置内容について
示す、

2

恥

不具合箇所を素早く判断
するための点検（手法）
について示す

3
通

I

NO
●ライン圧ソレノイド・パルプ制御個号
端子趣圧は正常か

点検に関する詳細手順の
掲戦先を示す

4
聡日

「オートマチック・ト
ランスミッション構造
と整備」の参照を示す

唖・哩孟喪霞露覚､.(豊壁皇Z畠：

本文の読み方

●本文は、下記矢印の付番順にお読みください。
例）

一
シール

灘
険
8の四竃貞
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単位

単位

回本書では、SI*単位を第2段階（従来単位を{}付で併記）で表示しています。

*SIとは、仏語のSystemelnternationald'Unitesの略称で、日本語の正式名称は､“国際単位系'，と呼ばれ、国
際的に統一された計量単位（長さ、質量、時間等）を示します。SIは、SI単位と10の整数乗倍を表す接頭語から
構成されています。

例)kPa

LSI単位接頭語
接頭語

●

●

涙に.・・・ 薯1皿を

GI－ア

10の

整数乗倍
109 106 103 10-1 10-2 10-3 10-6 10-9 10-12

接頭語
G

(ギガ）

M

(メガ）

k

(キロ）

．

(デシ）

C

(センチ）

Xn

(ミリ）

“

(マイクロ）

、

(ナノ）

p

(ピコ）

SI単位 量 第2段階表示
Pa 圧力 Pa{kgf/cm2},Pa{mmHg}
N･m ﾄルク N･m{kgfcm}N･m{kgf･m}
N/mm バネ定数 N/mm{kggmm}
N 力（押力、引力、操舵力） N{gf}

｡

k9 質量 9,kg,(t)
S
－1

回転数 (xpm)
S 時間 ms,s,(min,h)

rad 角度 ra〔 ,， (。、
’

"）、

I、
3

体積 cm3{cc},cm3,m3,(L)
In2 面積 mm2,cm2,m2
nl 長さ mm,cm,m,km

m/s 速度 mm/s,m/s,m/min,km"1

Hz 周波数 里.Z9kHz,MHz

A 電流 mA,A

V 電圧、電位、電位差、起電力 mV,V

F 静電容量 "F,pF,F
H インダクタンス mH,H

Q 抵抗 Q,kQ,MQ

W 有効電力 mW,W,kW
－

無効電力 V垂

cd 光度 cd

－

音圧 dB

C バッテリ容量 A・h

℃ 温度 ℃

W 巳● 動力 W{PS},W{kcal/s}

km/IJ,g(MW．s) 燃費 km/L,g(MW．s){g(PS．h)}
Xn2/s 動粘度 cSt

』 熱量 J{cal}



整備上の注意

整備上の注意

車両の保護

･作業前に必ずフェンダ・カバー、シート・カ

バー、ステアリング・カバー、フロア・マットを
装着する。

工具、計測器の準備

●作業前に作業手順内に記載されている整備に必要
な工具、計測器、専用工具を準備する。

専用工具

・作業手順内に専用工具(SST)の指示がある場
合は該当する専用工具を使用する｡

バッテリ（－）ケーブルの取外し
・部品を取り外す前にバッテリ（－）ケーブルを切
離し、SASユニットおよびサイド・エア・バッ
グ・センサのバックアップ電源に蓄積したエネル

ギを放出する為、1分以上待ってから作業を行な
う。

部品の取外し

●故障、不具合の現象を充分に把握したうえで故障
診断を行い、効率的な作業を行う。部品の取外し

前に組付け状態、変形および破損等がないか確認

する。部品を取外した後は小さな部品や異物が入
らないように清潔なウエスやガムテープを使用し
て塞いでおく。

GI

ー

、

分解

・複雑な箇所を分解するときは組付け作業が容易に

なるように、機能上や外観上悪影響がない箇所に

刻印または合わせマークなどをつける。

こゐ息②

Lノ

取外し、分解中の点検
・部品を取外すごとに、その部品の組付いていた状

態、変形、損傷の有無などを目視点検する。

◎ 惨

部品の整理

。取外し／分解した部品は混同したり、汚れないよ

う順序よく整理する。また、交換する部品と再使
用する部品とを区分整理する。

鋤 ◎画

部品の洗浄

･再使用する部品は十分な清掃、洗浄を行う。

-B

④

夢|●



整備上の注意

ゴム、チューブ類
●ゴム、チューブ類にはガソリンやオイル類を付着
させない。 回

■
ｒ
■
■
ロ
ウ
■
グ
９
口
■
、
◆
■
凸
Ｑ
Ｇ
ｐ
凸
■
■
■
ロ くぶ

組付け

1．正しい手順で、整備標準値（締付けトルク、調整
数値など）を守って組付ける｡

ホース・クランプの脱着
1.各ホースを再使用する場合は、クランプは必ず

ホースのクランプ跡に取付ける。

2．取付けたのち、矢印の方向に力を加えてクランプ

跡になじませる。
患

●

2．次の部品を取外したときには、新品と交換する。

トルク計算公式

・トルク・レンチをSSTと組合わせて使用する場

合、トルク6レンチにSSTの長さ力槌加されるた

め、以下の公式を使用して規定トルクを計算する。
3．ガスケット類の箇所によっては、シール剤を塗布
して組付ける。シール剤塗布後は、硬化前に組付
ける。

、
錫

A:トルク・レンチの有効長さを超過するSSTの長さ

L:トルク・レンチの長さ●

4．各部品の摺動部分には、オイルを塗布して組付け
る。

5．指定された箇所（オイル・シールなど)には、指定
されたオイルまたはグリースを塗布して組付ける。

バィス

●バイスで部品を保持する場合は、部品を傷つけな

いようにバイスの口に保護プレートをはさむ。

調整

・計測器を使用して整備標準値に調整する。

GI-9

オイル・シール スプリット・ピン

ガスケット ロック・ナット

Oリング スプリング・ピン

ロック・ワツシヤ －

単位 公式

N･、 N･m×[L/(L+A)]

kgfXn． k酸、×[L/(L+A)]

kgfC【、 kgfcm×[L/(L+A)]



電気系統作業上の注意

電気系統作業上の注意
電気系統の取扱い

●電気系統の作業を行う場合は、バッテリ（一）
ケーブルを切離す。

・フューズ溶断時は、必ず指定された容量のフュー

ズと交換する。

ロ

悪
バッテ

ケープ

今冬×
ー

尋
か

ロ
〆

さこざこ

10A 15A

●電気装置や配線を任意に変更、改造すると車両故
障や容量オーバ、ショートによる車両火災を招く
恐れがあるので、絶対に行わない。

注意

・指定容量より大きなフユーズを使用すると、部

品損傷、車両火災の恐れがある。
注意

●バッテリ・ケーブルを切離す場合は半導体部品
が破損する恐れがあるためイグニッション．ス

イッチ及びヘッド・ライト・スイッチを切って
から行うこと。

●ハーネスが各部品の端部、鋭角部と干渉する箇所
はテープ等にて保護する。

・部品取付け時は、ハーネスをかみ込ませたり、傷
つけたりしない。

・ハーネスはたるみがないようにクランプにて固定
する。

満
勺

●温度が80｡C以上になる整備を行う際はコントロー
ル・ユニットを取外す。

。取外したコントロール・ユニットは直射日光に当
てたり、高温部に置かない。

・コネクタは確実に取付ける。

注意

・エンジン等の振動部への渡り部は、振動により

周囲部品に接触しない範囲でたるませ、クラン
プにて固定する。

●センサ、リレー類を投げたり落としたりしない。

I"霧
＝

GI-10

←
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言

電気系統作業上の注意

コネクタの取扱い
注意

●コネクタの取外し／取付けは、必ず両手でコネクタを持ち、作業を行う。

●｝

鳴拡鳴拡

雨雨

該逗さ/諺

●リ

鱈⑨

季際

GI-11

コネクタの抜き方 コネクタかん合点検方法 端子抜け点検方法 端子の取外し方法

プ
ッ
シ
ュ
式

プ
ル
ア
ッ
プ
式

プ
ッ
シ
ュ
式

プ
ル
ア
ッ
プ
式

ス
プ
リ
ン
グ
式

抜

抜

抜

抜

注意

● かん合不良は、端子の

接触不良を招く。

メス側端子形状に合うオ

ス端子を用いて、ガタが

ないか点検する。

注意

●端子抜けは、端

子の接触不良を

招く。

コネクタをかん合さ

せた状態でハーネス

側より端子の突き出

しがないか点検す

る。

ハーネスを1本ずつ

軽く引張った時、端

子がコネクタから抜

け出さない事を点検

する。

<CPU用コネクタ>1.リヤ・カバーを解

銘

除する。

2.マイナス・ドライ

（等を差込みス

トッパを押し上げ

たまま、ハーネス

を引き抜く。

＜汎用コネクタ＞マイナス・ドライバ

己雰

等を差込みストッパ

を押し上げたまま、

ハーネスを引き抜

く｡

＜丸型コネクタ＞1．カバーを開ける。

一
一

、 ､
マケ

ーデ

2.端子を上方向に抜

き取る。

3.取付け時は、端子

がコネクタ内に確

実に取付けられて

いる事を確認す

る。
－－釘､

＜共通アース・コネク 1．カバーを開ける。

夕＞ 2.図示Aを引き抜

、

く。

3．マイナス・ドライ

（等を差込みス

トッパを押し上げ

たまま、ハーネス

を引き抜く。



電気系統作業上の注意

測定機器の取扱い

鯵

⑳|《〃て〕

割わ

GI-12

孔

測定機器 用途 取扱い方法 取扱い上の注意

テスト・ライト
回路の断線、ショートを簡

易に探す際に用いる

●

●

測定する回路内の端子とアース

間にテスト・ライトを取付ける

回路が正常であれば、ライトは

点灯する

；

●●

● テスト・ライトを作製する際、

使用するライトは、12V電球

(1.4Wまたは3.4W)または

発光ダイオード(LED)に限る

指定容量以上の電球を使用する

と、特にCPUのトランジスタ

を焼損させる

ジャンパ・ワイヤ

回路内のスイッチ、リレー

を任意に作動させる際に用

いる

●任意作動させるスイッチ、リ

レーの端子間にジャンバ・ワイ

ヤを取付ける ム

●電源ラインとアース間は直接接

続しない

直接接続するとハーネス焼損、

電気部品損傷を招く

電圧計

’
国

回路の断線、ショートを電

圧にて確認する際、また

は、電気信号を電圧にて確

認する際に用いる

●（＋）リード線を電圧測定箇所

にあて（－）リード線は、アー

スにあてる

工
~ユ

口
血

●電圧計は回路と並列に接続する

・測定する電圧値に応じたレンジ

●

を使用する

幅の狭い端子に（＋）リード線

をあてる際には、細い針金を

リード線に巻きつけてあてる

へ

抵抗計

回路の断腺、ショートを導

通状態にて確認する際、ま

たは、スイッチの導通、セ

ンサの抵抗値を確認する際

に用いる

参考

●抵抗計は、測定部品に

定電圧を加えた時、電

流の流れを抵抗値に置

きかえて指示するもの

●零点調整を行う

●

●

L一劃

S一

回路に電源が接続されていない

ことを確認する

リード線を点検箇所にあてる

ｺﾆ睦
~ﾌ1

F⑨。
－？

●測定レンジを切換えた後は、必

ず零点調整を行う

●抵抗計の焼損を防ぐ為、使用前

にはイグニッション・スイッ

チ ●
● OFFまたは、バッテリ

(一）ケーブルの取外しを確認

する

電流計
オルタネータの出力、ス

タータヘの供給電流、回路

内の暗電流を点検する際に

用いる

暗電流：

イグニッション・スイッ

チ ●
● OFFでも回路に流れ

ている電流のこと

● (＋）リード線を電源側端子

に、（－）リード線をアース側

端子に回路と直列に接続する

諺上皇も毛:④；
ノ

●側疋する電流値に応じたレンジ

を使用する

●電流計は回路と直列に接続す

る。並列に接続すると、電流計

の焼損を招く



后

I ●

リ●

電圧点検

点検方法

メイン・

フユーズ

モータ

q■■

ア ース2

点検時の注意点

コネクタ部の電圧測定時

一

アース1

二二

アース部の電圧測定時

浮 包

電気系統作業上の注意

テスト・ライト

またI

電圧計またはテスト・ライトを電圧測定箇所、アース間に取付

けて電圧を測定する

測定箇所

A

B

C

，

E

F

IGSW:0FF

0VX

OVx

0VX

Ⅶ○

OVX

OVX

ヨイ､艮、踊子悪

をコネクタに芸

回路正常作動時

IGSW:ON

水温SW:OFF 水温SW:ON

VBO Ⅶ○

Ⅶ○ 0VX

OVX OVX

VBO VBO

OVX Ⅶ○

OVX OVx

○：テスト・ライト点灯

×：テスト・ライト消灯

一

子抜け発生時、先の太い電

時的に端子の接触を招き異

電圧測定時は先の細いリー

細いリード棒または針金等を用いる

アース回路を点検時、電圧計のリード棒は､アース線にあて測定す

る。ボルト側にとりつけてもアース不良は発見出来ない。

GI－13

－
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電気系統作業上の注意

導通／抵抗点検

注意

●コネクタを有するパーツの点検を行う場合は、

ターミナルの損傷を防ぐため、背面（ハーネス
側）からリード棒を差し込む。

●背面からリード棒が差し込めないパーツ（防水
コネクタ、パーツとコネクタが一体化している

等）は、ターミナルを損傷させない様十分注意
して、ターミナル側からリード棒を差し込む。

センサ、ソレノイド・バルブ等の点検

･抵抗計のリーF棒をセンサ、バルブの端子に取付
け、抵抗を測定する。

スイッチの点検

●抵抗計のリード棒をスイッチの端子に取付け、導
通を点検する。

参考

・センサは、そのセンサの作動条件により抵抗値
参考

・スイッチの導通は、そのスイッチの作動条件に

より異なるので､条件を確認した上で導通を点
検する。

鯵|《が変化するので、条件を確認した上で抵抗値を
点検する。

吉

ダイオードの点検

●ダイオードを含む回路では、抵抗計の（＋）リー
ド棒／（一）リード棒の取付け方向による導通の
有無を点検する。 ●

一うぐ一
導通なし

一

導通あり

参考

●抵抗計の（－）リード棒は、抵抗計内部電池の
（＋）側に接続されており、（＋）リード棒
は、電池の（－）側に接続されている。

GI 14一

§

ｅ
ｏ
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電気系統作業上の注意

ショート回路の見つけ方

・ショートとは、回路が電圧側～アース側間で、スイッチ等の負荷に関係なく成立してしまうことです。従って、
ショート回路の発見は、どの経路を通じて、電圧側～アース側間で成立しているかを見つけることが大切です。
コントロール・ユニットに接続されていない回路

●

。

●I

GI-15

バッテリ（＋）

メイ

フユ

シヨ

B

リレー

シ
チ
ツ
ツ
ニ
ィ
グ
例
イ
ン

一
一

一
一

口
一

つ
●

ロ
ロ
ー
●

’

ヨ

フユース

猿
卜

ショ

、

モー

一 一

；

I
l

‐｡

’

け

｡q■‐‐一一ー噂

例

ショート箇所 不具合現象

ショートA

・フユーズ溶断

雨靴I
臣
’

ショートB

●メ

ショートC

●

●

イグニッション・スイッ

チ ●
● ON時、水温スイッ

チの作動に関係なくモー

タは作動する

フユーズは溶断しない

ショート，

・イグニッション・スイッ

チ:ON時、水温スイッ

チ:ONし、リレー作動

すると、メイン・フュー

ズが溶断する

ショート回路の見つけ方

‘
テスト・ライト

1.該当回路のフユーズまたは

メイン・フューズを取外す

該当回路の電気部品のコネ

クタを全て切離す

3．フユーズ・ボックスに電序

計またはテスト・ライトを

取付け、コネクタを接続し

ていき、電圧指示またはう

イトの点灯を点検する

コネクタの接続により電圧指示に変化が

ある箇所またはテスト・ライトが点灯す

る箇所でショートが発生している

イグニッション・スイッチ

C

E

蓮

例

ショート箇所 不具合現象

ショートA

・フユーズ溶断

"<m|I
唱

8

ショートB

● イグニッション・スイッ

チ ●
● ON時、ソレノイド

Aが常時作動する

ショートC

・イグニッション・スイッ

チ:ON後、該当CPU端

子のトランジスタカ雛す

る

ショート，

● スイッチ:ONと同条件と

なるため、CPUはスイッ

チ:ONの制御を行う

ショートE

● センサ抵抗値=0Qと同

条件となるため、CPUは

センサ:0Qの制御を行
ｰ

つ

故障診断機能を有するCP

Uではサービス・コード

を出力する

ショート回路の見つけ方

ソレノイド

夢

1.該当回路のフューズまたは

メイン・フューズを取外す

該当回路の電気部品のコネ

クタを全て抜く

フユーズ＆ボックスに電圧

計またはテスト・ライトを

取付け、コネクタを接続し

ていき、電圧指示またはう

イトの点灯を点検する

コネクタの接続により電圧指示に変化が

ある箇所またはテスト・ライトが点灯す．

る箇所で、ショートが発生している

センサ／スイッチ テスト・ライトまたは電圧

計をCPUコネクタ、ス

イッチまたはセンサCPU

側コネクタに順に取付けて

行き、電圧指示またはライ

ﾄの点灯を点検する

電圧指示：

0Vまたはテスト．ライトが消灯する箇

所で、ショートが発生している



篝

寺■

－一‐ー-一一－－口･■■_~－－

織繁

無泉櫛苔載上の諸注意、ジャッキ・アップ。ポイント

無線機搭載上の諸注意

コンピュータは、外部からの電波障害に対して十分な
配慮をしてありますが、車に無線機を取付ける場合
は、コンピュータに影響を与えることがあるので、次
の事項に注意する。

1.無線機およびアンテナは、コンピュータからでき
るだけ離して取付ける。

2.アンテナのフィーダからは、電磁波が発生される

ので、コンピュータおよびEGIハーネスからで

きるだけ離して、またハーネスと交差する場合は
直角になるように配慮する。

3.出力の大きい無線機械は搭載しない。

4.無線機装着後、エンジンをアイドリング状態にし
て試験電波を発射し、エンジンに影響がないこと
を確認する。

GI-1

ジャッキ・アップ・ポイント

警告

・車両のジャッキ・アップは適切に行わないと危

険である。車両がジャッキからすべり落ちて重

大な人身事故を引き起こす恐れがある。輪止め

を使用し、タイヤを固定したのち、フロントお

よびリヤの正しいジャッキ・アップ・ポイント

にジャッキをセットして、ジャッキ。アップを
行う。

フロント側

騒 一』

リヤ側

6

⑬l;

⑬
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●

●

オート･ﾘ汀（2柱)および安全ｽタンド（リジツト．ラック)の取付け位置
オーヌ卜・リフト
タンド（リジッ
位置

（2柱）および安全ス
ト・ラック）の取付け

警告

・オート・リフトを使用する場合は、アーム先端

部の調整受台の高さを調整して車両が水平状態

であることを確認し、リフト・アップする。車

両が不安定な状態でリフト・アップするとリフ

ト・アップ中および作業中に車両がリフトから

落ちる恐れがあり、車両および人身損傷に至る

恐れがある。

跣－ざQ

／/
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けん弓’

けん引

車両に損傷を与えないようけん引に際しては状況に応じた設備を使用して行って下さい。
常に道路交通法に従って車両の取扱い、けん引を行って下さい。

基本的には駆動輪を持ち上げた状態でけん引を行って下さい。駆動輪を持ち上げてけん引が行えない場合は、
4輪を持ち上げてけん引して下さい。

けん引フックは、けん引用の設備がない場合または緊急の（車両が溝や雪の中にはまってしまった等）場合を
除いて使用しないで下さい。やむを得ずけん引フックを使用する場合は必ずロープ等を車両の前進方向に引い
て下さい。

●
●
●

●

⑳

けん引フック位置
フロント リヤ

引竃

GI-18

けん引方法

けん引のための作業

パーキング・ブレーキ
トランスアクスル／

ミッションのシフト位置

備考

①ロープけん引

匙 墨
解除 ニュートラル

イグニッションスイッチ

をACCまたはONにす

る

②前輪または後輪を持ち上げてけん引

解除 ニュートラル
4WDはプロペラシヤフ

トを取外す

③トレッカでけん引

… ‐
解除 ニュートラル

4WDはプロペラシャフ

卜を取外す

④4輪を持ち上げてけん引または積車

作動

●

｡

どの位置でもよい
車が動かないよう固定す

る
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打刻位置、略語

打刻位置

車台番号

略語

アンチロック・ブレーキ・システム

エア・コンディショナ

アクセサリ

オートマチック・トランスミッション

オートマチック・トランスミッション・フ

ルード

上死点前

一酸化炭素

コントロール・ユニット

エマージェンシ・ロッキング・リトラクタ

エグゾースト

電気負荷

グランド

グローバル・ボジショニング・システム

炭化水素

ABSハイドロリック・ユニット

アイドル・スピード・コントロール

イグニッション

インテーク

間欠

液晶ディスプレイ

左側

リミテッド・スリップ・デイファレンシヤル

モータ

マニュアル・トランスミッション

オーバードライブ

バワートレイン・コントロール・モジュール

ポジティブ・クランクケース・ペンチレー

ション

バワー・プラント・フレーム

バワー・ステアリング

右側

専用工具

乗員保護補助装置

スイッチ

トランスミッション・コントロール・モ

ジュール

テール・ナンバ・サイド・ライト

バッテリ電圧

棚
川
棚
班
伽

BTDC

CO

CU

ELR

EX

E/I｣

GND

GPS

HC

HU

ISC

IG

IN

INT

LCD

LH

LSD

M

MT

O/D

PCM

PCV

エンジン番号
BS-ZE[RS]

●

顛蕊弓

BP-ZE[RS]

●） Ⅷ
朋
朋
棚
珊
訓
剛

TNS

VB

GI-19
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